
ケーブル斜坑
本州側

北斗今別直流幹線（直流送電線）

北海道側

津軽海峡

青函トンネル

直流交流 交流

架空送電線 21㎞
（鉄塔 64 基）

架空送電線 77 ㎞
（鉄塔 205 基）

地中送電線 24 ㎞

122 ㎞

北斗変換所 今別変換所

吉岡ケーブルヘッド 竜飛ケーブルヘッド

位置図
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日
本
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
と

大
き
く
４
つ
の
地
域
に
分
か
れ
る
島
国
で
す
。

各
地
域
間
の
電
力
系
統
は
、

連
系
線
と
い
う
送
電
線
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
３
月
、
北
海
道
︱
本
州
間
の
連
系
を

よ
り
安
定
的
に
す
る
た
め
、
北
海
道
電
力
株
式
会
社
の

「
新
北
海
道
本
州
間
連
系
設
備
」
が
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
、
宮
城
教
育
大
学
教
育
学
部
の
学
生
さ
ん
が
、
同
設
備
の

「
北
斗
変
換
所
」
と
「
吉
岡
ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ
ド
」
を
訪
問
し
、

連
系
線
増
強
の
経
緯
や
連
系
設
備
の
役
割
、

設
備
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

電
力
の
安
定
供
給
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
と
本
州
間
の

北
海
道
と
本
州
間
の

安
定
し
た
電
力
連
系
を
担
う

安
定
し
た
電
力
連
系
を
担
う

「
新
北
海
道
本
州
間
連
系
設
備
」

「
新
北
海
道
本
州
間
連
系
設
備
」

北
海
道
電
力

新
北
海
道
本
州
間
連
系
設
備

（
北
斗
変
換
所
・
吉
岡
ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ
ド
）

今
回
の
訪
問
先

エネルギー施設訪問❹

宮城教育大学教育学部3年

佐
さ

々
さ

木
き

 真
ま

奈
な

さん

今回取材した人

北斗変換所から本州に向けて伸びる北斗今別直流幹線。

　
沖
縄
県
を
除
く
全
国
９

つ
の
電
力
会
社
の
送
電
系
統

は
「
連
系
線
」
と
い
わ
れ
る

送
電
線
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
を
機
に
、
各
電
力
会
社
間

の
電
力
融
通
が
注
目
を
集
め
、

連
系
設
備
の
増
強
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
北
海
道
︱
本
州

間
は
、
北
海
道
七
飯
町
と
、

青
森
県
東
北
町
に
設
置
し
た

変
換
所
を
架
空
送
電
線
と
海

底
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
、「
北
海

道
・
本
州
間
電
力
連
系
設
備

（
以
下
、
北
本
連
系
設
備
）」

（
電
源
開
発
株
式
会
社
）
が
、

１
９
７
９
年
か
ら
運
用
さ
れ

て
い
て
、
60
万
kW
ま
で
電
力
融

通
が
可
能
で
し
た
。
２
０
１
９

年
３
月
、
こ
れ
に
加
え
て
か

ね
て
よ
り
北
海
道
電
力
が
建

設
を
進
め
て
い
た
「
新
北
海

道
本
州
間
連
系
設
備
（
以
下
、

新
北
本
連
系
設
備
）」
が
完

成
し
、
30
万
kW
が
増
強
さ
れ
、

連
系
容
量
は
合
計
90
万
kW
と

な
り
ま
し
た
。

　
新
北
本
連
系
設
備
は
、
北

海
道
北
斗
市
と
青
森
県
今
別

町
に
、
交
流
と
直
流
を
変
換

す
る
交
直
変
換
所
を
設
置
し
、

そ
の
間
を
総
延
長
１
２
２
㎞

の
直
流
送
電
線
「
北
斗
今
別

直
流
幹
線
」
に
よ
り
、
青
函

エネルギー、学びの場  　北海道電力　新北海道本州間連系設備

ト
ン
ネ
ル
の
作
業
坑
を
利
用

し
て
北
海
道
と
本
州
を
結
ん

で
い
ま
す
。

　
今
回
、
宮
城
教
育
大
学
の

佐
々
木
真
奈
さ
ん
が
、
北
海

道
側
設
備
を
訪
問
。
ま
ず
最

初
に
北
斗
変
換
所
を
訪
れ
、

函
館
支
店
電
力
部
変
電
グ

ル
ー
プ
副
長
の
野
々
村
和
彦

さ
ん
と
、
紅べ
に
こ粉
遥
さ
ん
に
ご

案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん 

新
北
本
連
系
設

備
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、
ど

―
北
斗
変
換
所

自
励
式
を
採
用
し
た
交
直
変

換
所

新北海道本州間連系設備
事 業 者
所 在 地

連 系 区 間
交直変換所

直流送電設備

／
／

／
／

／

北海道電力株式会社
北海道側：
　北斗変換所（北海道北斗市）
　吉岡ケーブルヘッド（北海道松前郡福島町）
本州側：
　今別変換所（青森県東津軽郡今別町）
　竜飛ケーブルヘッド（青森県東津軽郡外ヶ浜町）
北斗変換所〜今別変換所
変換器種類　自励式変換器
定格出力 30万kW
無効電力 ±10万kvar（定格出力時）
交流電圧 275kV
直流電圧 ＋250kV
直流電流 1200A
250kV 北斗今別直流幹線（全長122km）

変換所
変電所

北本連系設備
（電源開発㈱所有）
60万kW

青函トンネル

新北本連系設備
（北海道電力㈱所有）
30万kW

北斗変換所

今別変換所

北海道本州間連系設備のルート

北斗変換所から吉岡ケーブルヘッドまでの送電線の長さは 77kmで、その間に２０５基の鉄塔があります。吉岡ケーブルヘッドから架空送電線
が直流ケーブルになって、24km の青函トンネルの作業坑を通り、本州側の竜飛ケーブルヘッドで同じように架空送電線と接続します。竜飛ケー
ブルヘッドから今別変換所までの送電線の長さは 21kmで鉄塔は 64 基あります。

函
館
本
線

道南いさりび鉄道

函館

新函館北斗

北海道
新幹線

北斗変換所北斗変換所

吉岡
ケーブルヘッド
吉岡
ケーブルヘッド



エネルギー、学びの場  　北海道電力　新北海道本州間連系設備

　　3536　　ひろば　497 号

の
よ
う
な
経
緯
か
ら
で
し
ょ

う
か
。

紅
粉
さ
ん 

北
海
道
の
電
力
系

統
規
模
は
約
３
６
０
万
kW
で
、

東
日
本
の
４
２
０
０
万
kW
や
、

西
日
本
の
５
５
０
０
万
kW
に

比
べ
る
と
非
常
に
小
規
模
で

す
。
も
し
北
海
道
内
の
複
数

の
発
電
所
で
故
障
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、

電
力
不
足
や
電
圧
・
周
波
数

が
不
安
定
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
北
本
連
系
設
備
は
、
30
万

kW
の
設
備
が
２
系
統
あ
っ
て
、

容
量
の
合
計
は
60
万
kW
で
す
。

し
か
し
、
設
備
点
検
・
改
修

な
ど
で
１
系
統
だ
け
運
用
す

る
状
態
に
な
る
と
、
残
り
30
万

kW
の
み
と
な
り
ま
す
。
今
回
、

新
北
本
連
系
設
備
を
建
設
し

て
30
万
kW
増
強
し
た
こ
と
で
、

同
様
な
状
況
で
も
60
万
kW
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
北

海
道
の
電
圧
・
周
波
数
を
よ

り
安
定
的
に
維
持
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん 

新
北
本
連
系
設

備
は
、
通
常
ど
の
よ
う
な
運

用
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

紅
粉
さ
ん 

「
日
本
卸
電
力
取

引
所
」
に
よ
る
卸
電
力
取
引

市
場
の
電
力
融
通
の
ほ
か
、

北
海
道
お
よ
び
東
日
本
の
周

波
数
調
整
に
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
電
力
の
安
定
供
給

に
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
、
周
波
数
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
北
海
道
側
の
周
波

数
が
上
昇
し
た
時
は
本
州
側

へ
電
気
を
送
り
、
周
波
数
が

低
下
し
た
際
に
は
本
州
側
か

ら
電
気
を
も
ら
っ
て
周
波
数

を
安
定
さ
せ
ま
す
。
連
系
設

備
に
は
周
波
数
を
自
動
で
調

整
す
る
機
能
が
あ
り
、
周
波

数
の
変
動
に
対
し
瞬
時
に
電

力
を
融
通
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
で
は
風
力

発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

設
備
の
導
入
が
進
ん
で
お
り
、

発
電
量
の
変
動
が
大
き
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
新

北
本
連
系
設
備
を
活
用
し
て
、

安
定
供
給
の
確
保
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
取
組

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん 

東
日
本
大
震
災

の
時
、
北
本
連
系
設
備
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

紅
粉
さ
ん 

本
州
で
は
多
く
の

発
電
所
が
被
災
し
て
停
電
し
、

東
日
本
エ
リ
ア
で
電
力
不
足
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
北

海
道
か
ら
は
北
本
連
系
設
備

を
利
用
し
、
当
時
の
フ
ル
容

変電グループ副長の野々村和彦さんと、
紅粉遥さんに、疑問点をパンフレットを
見ながら詳しく説明していただきました。

展示されているケーブルを手
に取り、構造を確認しました。

量
で
あ
る
60
万
kW
で
電
力
を

融
通
し
て
い
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん 

２
０
１
８
年
９

月
に
、
北
海
道
の
全
域
が
停

電
す
る
事
態
が
発
生
し
ま
し

た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
現
象
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
時
、
北
本
連
系

設
備
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

紅
粉
さ
ん 

胆
振
東
部
地
震
の

影
響
に
よ
り
、
苫
東
厚
真
火

力
発
電
所
の
発
電
機
２
台
が

停
止
し
、
さ
ら
に
送
電
線
で

の
事
故
も
発
生
し
て
水
力
発

電
所
が
停
止
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
電
力
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ

周
波
数
が
大
き
く
低

下
し
ま
し
た
。
地
震

発
生
直
後
は
本
州
か

ら
北
本
連
系
設
備
を

通
じ
て
電
力
を
も
ら

い
、
一
時
的
に
周
波

数
は
回
復
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
さ
ら
に
発
電
所
が
停

止
し
て
、
最
終
的
に
離
島
を

除
く
北
海
道
全
域
が
停
電
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん 

北
海
道
か
ら
本

州
に
電
気
を
送
る
際
、
交
流

を
直
流
に
変
換
し
て
送
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
理

由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

紅
粉
さ
ん 

通
常
、
送
電
線
は

「
交
流
」
で
電
気
を
送
っ
て

い
ま
す
。
交
流
で
連
系
し
た

場
合
、
北
海
道
と
本
州
は
一

つ
の
大
き
な
交
流
系
統
と
な

り
ま
す
。
も
し
本
州
側
の
送

電
線
な
ど
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
北
海
道
側
に
も
事

故
が
波
及
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
北
海
道
―
本
州
間
を
直

流
連
系
と
し
た
場
合
、
連
系

先
の
系
統
か
ら
受
け
る
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
て
電
力
融

通
で
き
安
定
性
が
保
て
ま
す
。

　
送
電
時
に
電
線
の
抵
抗
な

ど
に
よ
り
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
熱
と
し
て
失
わ
れ
る
こ
と

を
「
送
電
損
失
」
と
い
い
ま

す
が
、
長
距
離
送
電
の
場
合
、

直
流
連
系
は
交
流
連
系
よ
り

送
電
損
失
が
少
な
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

建
設
時
、
直
流
連
系
は
電
線

の
数
が
少
な
く
、
鉄
塔
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
で
き
る
た
め
、
同
じ

く
長
距
離
送
電
の
場
合
、
建

設
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん 

新
北
本
連
系
設

備
の
交
直
変
換
設
備
に
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

紅
粉
さ
ん 

直
流
連
系
設
備
の

重
要
装
置
、
バ
ル
ブ
ホ
ー
ル

内
に
あ
る
交
流
か
ら
直
流
に

変
換
す
る「
交
直
変
換
器
」に
、

国
内
で
初
め
て
「
自
励
式
変

換
器
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

交
直
変
換
器
に
は
自
励
式
と

他
励
式
の
２
つ
の
方
式
が
あ

り
、
北
本
連
系
設
備
は
外
部

電
源
を
必
要
と
す
る
他
励
式

だ
っ
た
た
め
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
の
際
は
、
交
直
変
換
器

の
運
転
再
開
に
時
間
を
要
し

ま
し
た
。
自
励
式
は
自
力
で

交
直
変
換
器
を
動
か
す
こ
と

が
可
能
な
た
め
、
早
期
の
復

旧
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

北斗変換所の全景。中央上部の大きな
建物がバルブホール。右側が直流開閉装
置、左側が交流開閉装置。

（写真 2 点　提供：北海道電力）

多段に積み重ねたバルブホール内の交直
変換器。

制御室の監視制御システム。通常は函館支店の系統制御所で 24 時間遠隔で
監視制御されている。「北海道から本州へ電気を流す場合は“南流”、その逆は
“北流”と呼びます。矢印の向きで分かるんですよ」と説明を受ける佐々木さん。
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新
北
本
連
系
設
備
の
送
電

線
ル
ー
ト
や
変
換
所
の
場
所

は
、
複
数
の
候
補
か
ら
系
統

の
安
定
面
、
工
事
期
間
、
工

事
費
用
な
ど
を
検
討
し
て
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
は

２
０
１
１
年
度
か
ら
調
査
・

設
計
が
開
始
さ
れ
、
約
８
年

の
年
月
を
か
け
て
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　　
北
斗
変
換
所
か
ら
約
77
キ

ロ
。
送
電
鉄
塔
２
０
５
基
先

の
、
福
島
町
吉
岡
地
区
。
海

の
向
こ
う
に
は
津
軽
半
島
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
、

次
の
訪
問
先
、
吉
岡
ケ
ー
ブ

ル
ヘ
ッ
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
国
内
で
初
め

て
海
底
ト
ン
ネ
ル
に
布
設
し

た
直
流
送
電
設
備
の
概
要
、

ト
ン
ネ
ル
作
業
坑
内
で
の

工
事
な
ど
に
つ
い
て
、
函
館

支
店
電
力
部
送
電
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
高
瀬
正
章
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん 

ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ

ド
は
ど
の
よ
う
な
設
備
な
の

で
す
か
。
建
屋
は
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
形
な
の
で
し
ょ
う
か
。

高
瀬
さ
ん 

ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ
ド

と
は
、
架
空
送
電
線
と
直
流

ケ
ー
ブ
ル
と
違
い
ト
ン
ネ
ル

内
で
の
作
業
な
の
で
保
守
は

比
較
的
容
易
で
す
が
、
湿
度

が
高
い
の
で
サ
ビ
の
発
生
や

ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す
る
設
備

で
す
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
へ
の

入
口
で
、
こ
こ
か
ら
ケ
ー
ブ

ル
が
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
海

の
近
く
に
建
っ
て
い
る
た

め
、
風
で
飛
ん
で
き
た
塩
分

が
、
ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ
ド
等
の

設
備
に
付
着
す
る
と
、
電
気

が
シ
ョ
ー
ト
し
た
り
す
る
の

で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
こ
の

よ
う
な
建
屋
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
津
軽
海
峡
を
渡
っ

た
竜
飛
側
に
も
同
様
の
設
備

が
あ
り
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん 

ト
ン

ネ
ル
内
で
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
大
変
で

す
か
。

高
瀬
さ
ん 

ト
ン
ネ

ル
内
の
設
備
の
保
守

は
青
森
県
側
に
あ

る
今
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
海
底

　
今
回
、
電
力
設
備
を
初
め
て
見
学

し
ま
し
た
。
見
慣
れ
た
風
景
の
中
に

電
線
も
鉄
塔
も
あ
る
の
に
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
ど
ん
な
構
造

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
直
変
換
所
と
い
う
設
備
が
あ
る

こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
北
斗

変
換
所
の
交
流
と
直
流
を
変
換
す
る

機
器
や
、
電
圧
を
調
整
す
る
機
器
な

ど
は
大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
交

直
変
換
器
が
あ
る
バ
ル
ブ
ホ
ー
ル
内

は
、
機
器
に
塵
や
埃
が
付
か
な
い
よ

う
に
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。 

　
吉
岡
ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ
ド
で
は
、
ト

ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
工
事
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。
建
屋
内
に
は
、
工

事
の
内
容
や
作
業
工
程
を
示
し
た

パ
ネ
ル
が
あ
り
、
完
成
し
た
施
設
を

見
た
だ
け
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
、

設
備
保
全
の
ご
苦
労
を
知
り
ま
し

た
。
連
系
設
備
を
作
る
た
め
に
多
く

の
時
間
と
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
、
自
分
の
家
で
電
気
が
使
え
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

段
階
を
経
て
届
く
こ
と
を
理
解
で
き

ま
し
た
。 

　
ふ
だ
ん
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ

宮城教育大学教育学部3年

佐々木 真奈さん

て
い
る
電
気
で
す
が
、
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
っ
た
時
は
、
当
時
暮
ら
し

て
い
た
青
森
県
の
実
家
も
停
電
に
な

り
、
非
常
に
生
活
が
困
難
だ
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

も
、
北
海
道
か
ら
本
州
に
電
気
を
送

る
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
伺
い
、
電
気
の
有
り
難
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
常
に

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た

め
、
北
海
道
と
本
州
の
間
で
電
気
の

や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
電
力
の
安
定
供
給
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　　
現
在
、
大
学
で
は
小
学
校
の
教
師

を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
東

ケ
ー
ブ
ル
へ
の
影
響
が
な
い

か
気
を
付
け
て
巡
視
し
て
い

ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
２

本
の
直
流
ケ
ー
ブ
ル
が
布
設

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ

ル
に
異
常
が
発
生
す
る
と
温

度
が
上
昇
す
る
の
で
、
ケ
ー

ブ
ル
に
沿
っ
て
温
度
監
視
シ

ス
テ
ム
用
光
フ
ァ
イ
バ
を
設

置
し
て
お
り
、
そ
れ
を
常
時

事
務
所
で
監
視
し
て
い
ま
す
。

　
自
励
式
変
換
器
の
採
用
や
、

直
流
ケ
ー
ブ
ル
の
海
底
ト
ン

ネ
ル
へ
の
布
設
な
ど
、
国
内

初
の
技
術
を
用
い
て
実
現
し

日
本
大
震
災
以
降
、
小
学
校
で
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
は
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
青
森
県
は
、

原
子
力
発
電
所
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
が
多
く
、

そ
の
情
報
も
比
較
的
入
手
し
や
す
い

環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
教
科
書
や
資

料
で
知
る
こ
と
と
、
自
分
の
目
で
実

際
に
見
て
、
体
験
か
ら
学
ぶ
の
と
で

は
理
解
度
も
違
う
と
思
い
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
お
い
て
、
施
設
を

見
学
す
る
の
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
将
来
、
教
師
と
し
て
教
え
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
今
回
の
施
設
訪
問
の

よ
う
に
、
自
分
が
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
「
新
北
本
連
系
設
備
」。「
当

社
で
初
め
て
の
直
流
設
備
で

す
の
で
、
気
象
条
件
な
ど
が

設
備
に
ど
う
影
響
す
る
か
な

ど
、
関
係
各
所
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
、
今
後
の
保
守
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
高

瀬
さ
ん
。

　
北
斗
変
換
所
で
お
話
を

伺
っ
た
変
電
グ
ル
ー
プ
副
長

の
野
々
村
さ
ん
は
、「
北
海
道

と
本
州
を
つ
な
ぐ
重
要
な
設

備
で
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
な

く
安
定
的
に
運
転
で
き
る
よ

う
に
保
守
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

吉岡ケーブルヘッドの遮風建屋。北斗変換所からの送電線
はここから斜坑を通り、青函トンネル〜本州へと繋がります。

ケーブルヘッド（写真中央にある棒状の設備）があ
る建屋内。壁には工事の様子が掲示されています。

エネルギー、学びの場  　北海道電力　新北海道本州間連系設備

―
吉
岡
ケ
ー
ブ
ル
ヘ
ッ
ド

ト
ン
ネ
ル
内
に
ケ
ー
ブ
ル
を

布
設
し
た
直
流
送
電
設
備


